
館林市夏の「涼しさマップ」ワークショップ

実施担当研究員 :小瀬博之(総合情報学部総合情報学科 教授)

尾崎晴男(総合情報学部総合情報学科 教授)

粛藤伊久太郎(客員研究員)

開催日時:平成 25年 8月 25日(日曜日) 9:30~15:00 

場 所:館林市内(多々良沼保安林、館林駅前、つつじが岡公園)

対 象:館林市民ほか

参加者:13人(うち市民 2人、学生 6人、教員 3人、 市役所職員 2人)

参加費:無料

l.事業の背景と目的

「日本一暑いまち」と 言われる館林市の環境把握と改善を市民ぐるみで進めるとともに、観光

資源としての開発も目的として地域活性化に貢献しようと、 2008(平成 20)年から東洋大学と館

林市役所との共催による気温測定まち歩き調査を実施している。

平成 20年 8月 7日は「気温測定まち歩きイベン卜」、平成 21年 8月 8日には「気温測定まち

歩き調査J、平成 22年 7月 28日には F歴史の小径(こみち)Jを巡る涼しさ暑さ体感ツアー』

では中心市街地を歩いて回 りながら、涼しい場所や涼しく過ごす工夫を体感してもらった。また、

平成 23年 7月 30日には「涼しさ 暑 さ体感ツアー」では、初めて郊外を巡って緑地の涼しさを体

感してもらうとともに、向井千秋記念子ども科学館において涼しさを感じさせる実験を行った。

平成 24年 8月 5日には「涼しさマップをいっしょに作ろう IJと称して、参加者が 2ノレート

に分かれて 2箇所ずつ調査場所の調査点における涼しさ等の体感評価を行うとともに、調査後に

撮影した写真や体感評価の集計結果を見ながら、涼しい場所で気づいたことなどを地図上にまと

め、「涼し さマップ」を作成するための基礎資料を得た。

6回目となる今年は『夏の 「涼しさマップ」ワークショップ」と題して、前年度に続き、夏を

涼しく過ごせる屋外の場所を体感しながら探そうというテーマのツアーを平成25年 8月 25日(日)

に開催した。本稿では、ツアーの実施状況と調査・観測結果について報告する。

2.事業の実施内容

2.1事業の実施概要

事業の実施概要を表 1に示す。真夏の暑さの中、涼しい場所を体感しようという催しであった

が、最高気温が館林のアメダスで 27.9
0
Cという、猛暑日の続いた 8月では最も涼しい日での実施

となった。しかし、涼しい場所と暑い場所の違いを卜分に体感することができた。

今回のイベントは、市外から観光で訪れることができるルートを開発する意図もあり、 3か所

の調査場所聞の移動には路線ノくスを使用して、調査場所内は徒歩で踏査することに した。参加者

は、スタッフを含めて 13人(うち一般参加 2人、館林市役所 2人、東洋大学 8人、千葉大学 1

人)で、 一般参加者は館林市内の親 子連れ、東洋大学のうち 6名は学生である。2人(または 1

人)で 8組を編成して、グループごとに参加者の評価を実施してもらった。気象については、移
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却]観lWJはスタッフ 2名で熱中広指数計を用いて行い、定点観測は事業の実施前に 6か所に出限度

記録言|を設置して連続計測を行い、 事ー業実施後に回収してデータをまとめた。

表 1 事業の実施概要

日時 2013年B月25日 (日)9 30-15 00 

天気 雨のちくもり(館林のアメダスにおける最低気温22.rC、最高気温27.goC) 

調査場所 多々良沼保安林、館林駅前、つつじが岡公園の3か所

場所 調査点 多々良沼保安林4か所、館林駅前4か所、つつじが岡公園8か所の計16地点

移動 3つの調査場所の問はパス、それぞれの場所内は徒歩移動

参加者
参加者数 市民2人、学生6人、教員3人、市役所職員2人の計13人

グル プ 2人または1人で8組を編成し調査・評価を実施

地図記入 歩いた場所で涼しい場所、暑い場所を地図に重ねた透明シートに色分けして記入

参加者評価
体感評価 各調査点において5項目の体感評価項目をそれぞれ7段階でグル プごとに評価

したいこと 各調査点において夏に過ごすならしたいことを17項目の中から選択

気づいたこと各調査点において気づいたことを自由記入

黒球型熱中症指数モニヲーを用いてTA(気温)、 TG (黒球温度) 、相対湿度、 WBGT(黒球湿
移動観測

球温度 暑さ指数)を各調査点において記録

気象観測 調査場所を含む6地点 (多々良沼保安林彫刻の小径、多々良沼保安林遊具広場、館林駅前広場
定点観測 樹木下、竜の井イチョウ下、つつじが岡公園カスケードそぱ、館林市役所北側駐車場)におい

て気温、湿度を温湿度記録百十を用いて1分おきに記録

2.2 ワークショップの行程

( 1) 多々良沼保安林

9時 30分に館林駅前に集合した 13名の参加者は、 9時 45分発の多々良巡回線パスに束ごり 、館

林多々良地区を回りながら 10H~j' 30分ごろ多々良沼保安林付近のフ リー降車区間を下車した(以

下の丸数字は調査点を表す)。⑪高恨qCI央公園前での調査後、多々 f-!:沼保安林内の⑫彫刻の小1*-(出|

1) に人 り、林内を散策 した。林内では涼しさを強く感じた。眺めのよい芝生の⑬遊具広場(岡

-2)と⑪公園駐車場を調査して、 11Il'J' 20分ごろ同所において何度多々良巡回線パスに乗 り、 11

時 35分ごろ館林駅前に到着 した。

(2)館林駅前

11 fI~F 35分ごろから 12時 10分ごろまで館林駅東υ周辺の涼しい場所を探索した。館林市役所

が設置している⑪縁のミス卜通り([三[-3)で霧を発生させることによる涼しさを体感した後に、

駅前にある樹木下の⑫休憩所、!?:史のノト径入口にあり水の悌き l十lす⑮竜の井(区卜4)、過去のイベ

ントにおける調査において最も涼しいとされた⑪大道寺 ([2[-5)の涼しさを体感した。

(3) つつじが岡公開

昼休み後、 13時 00分に伯'林 ・似台線のパスに乗り、 13H# 15分ごろつつじが同公園人 11パス

(亭を 卜申、ツツジの名所で失11られるつつじが岡公園の同路を散策した。公悶南端にある紘一道/n)の

⑪駐車場人 Uから中央サービスゾーンの@カスケード(せせらぎ) ([支卜6)、@落水前、⑪尾山橋
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前を進み、城沼入口にかかる尾曳橋を渡って鶴生田川の左岸に入った。その後、⑮官険の広場、

ふれあい橋の前にある⑮藤棚下、館林市役所の東側にある広大な⑪陽だまりの広場(図ー7)、館林

女子高校南側にある⑮並木道下を経て、15時 00分に館林市役所に到着した。調査地区ごとに作

成した透明シート の「マイ涼しさマップ」を重ねあわせることで、参加者全員の涼しさマップを

統合し(図-8)、涼しさの感じられる場所の共通点を見つけることができた。

3.調査結果

3.1場所の概況 ・印象 ・温度

6 J也点の定点観測と 3つの調査場所における 16の調査点の移動観測による気温、さらに館林ア

メダスの 10分ごとのデータ 1)を合わせて図-9に、調査場所 ・調査点の概要及び移動計測の結果を

表-2に示す。定点観測における気温は、⑫彫刻の小径において最も低く(調査時間の平均 24.2
0
C)、

次の⑬遊具広場(同 26.3
0
C)で最も高くなっている。2地点の気温差は 2.1

0
Cにもなり、次に低い

@カスケー ド(同 24.7
0
C) と比較しでも 1.6

0
Cの差がある。なお、定点観測は樹木の 下で行って

おり、移動観測は日なたの場所もあることから、移動観測の方がおおむね気温が高くなっている。

WBGT (暑さ指数)は、全体的に樹木の下または藤棚の下などの日陰で低くなっている。

3.2体感評価及び夏に過ごすなら したいことの評価

体感評価の 5項目 ri京しさ Jr風の強さJr日差しの弱さ Jrカラッと感Jr快適感」について、

各調査点において 7段階評価で、回答してもらった。分析は、表-3に示すように、よい評価を 7、

悪い評価を 1として得点を娠り、調査点ごとに平均値を求めた。なお、評価項目の名称は、本稿

において評価の高い内容に合わせた。調査のまとめと して 「涼しさマップ」として公表する予定

の地図内に体感評価の結果を図ー10に示す。地図上に樹林と水面の位置を表すとともに、WBGT

を 4段階の円で表現し、さらに体感評価の 5項目を大きいほど評価が高いレーダーチャー卜 とし

てまとめて調査点に付置した。また、「夏に過ごすならしたいこと J17項目について、調査点ご

とに選択率で集計した結果を表-3に示す。

「快適感Jの平均値で順番を見ると、最も評価の高いのが⑫大道寺で、続いて⑫周5刻の小径、

@官険の広場、⑮藤棚下、@カスケー ドと続く 。これらはすべて樹木やパーゴラで日陰になって

し、る場所である。緑で日差しを抑制することができれば、夏の暑い日も快適に過ごせる場所とな

りうることを示唆している。それに対して評価が低かったのは⑭公園駐車場、⑬遊具広場、⑪尾

曳橋前の順である。これらはすべて日なたで日差しが出ていた時間帯での評価であった。

夏に過ごすならしたいことの合計選択率の高い⑫カスケード、⑪冒険の広場、⑮藤棚下、⑬遊

具広場、⑫彫刻の小径は、いずれもベンチなど座る場所が確保されており、その場にとどまるの

に適 した場所である。 したいことの項目では「待ち合わせをしたいJr植物を観察したいJr動物

を観察したしリが 40%以 |二の選択率となっている。その場で留まる行為が上位 3位を占める結果

となった。

3.3総合評価

このようなツアーは、その日の天気で絶対的な暑さ ・涼しさがかなり異なってしまうが、相対

的な暑さ ・涼しさは十分に体感できるので、天気によらず実施できることが改めてわかった。
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町甲気温 (多々良沼保安林彫刻の小径) ー由気温 (多々良沼保安林遊具広場)

叩ー気温 (館林駅前広場樹木下) 一一気温(竜の弁イチョウ下)

一一気温 (つつじが岡公園カスケードそば) 一一気温(館林市役所北側駐車場)

〈ト気;昆(館林アメダス) 叫コ・移動測定

図-9 各調査地点での定点観測、移動測定による気温
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WBGT WBGT 地表面地表面
(百) 順位材質 日射

対
度
仙

棺
湿
川、

TG 
(OC) 

アス
ファル 日なた

ト

22.1 68 4 27.8 

日かげ

日なた

ヲイル日かげ

ヲイjレ 日な士二16 25.6 60.2 35.8 

日かげ

日かげ

アス
ファル日なた

卜

ヲイlし臼かげ

告イJレ日なTこ

アス
ファル日なた

ト

コーノヴ 日かげ
リート

ヲイ jし日力、げ23.4 61.8 30.0 

日なた草11 24 6 60.3 31. 8 

調査場所・調査点の概要、移動計測結果

参加者が測定時に気づいたこと (主な 測定 TA 
回答) 時刻 (OC) 

風が吹くと涼し〈感じる。曇っても日
差しを感じる。鳥のさえずりが心地よ 10:38 242 
いい。静か。緑が多い。

草や木がたくさんあり、自然の中で涼
しい。力ラスや虫が多い。散歩によ 10:47 24.3 

1 メジメ感を感じる。日差 しを感じ
芝生上の固なた、西向きの斜面で

る。照り返しを感じる。眺めがとても 11 :00 25.6 
見晴らしがよい。

よく快適に感じる。

アスフアルトと黒い小石が詰めら蒸し暑い。地面がアスフアルトなので
公園駐車場れたヲイルの駐車場。小山があ 日の昭り返しがあり熱を感じるが、湿 11:0726.0 

る。 気はあまり感じない。

ミストがある場所は涼しいが、それ以
緑のミス ト パゴラによしずと緑の力 子

外の場所はアスフアルトの照り返しゃ 11 :37 24.2 
通り ン、ミス ト発生装置がある。

風がないこともあり暑さを感じる。

ヴスノキの周囲にベンチと喫煙所木陰は涼しいけど、木がない場所は暑
ぜ い。地面から熱を感じるが、風がよく 1144 26 8 

がある。
通る。

井戸があるので視覚的にも涼しく 、風
もよく通っている。水が冷たくて気持 11 :51 
ちょい。木陰は涼しい。

ケヤキ、ヴスノキ、イチョウ、ア風がよく通ってとても涼しい。高い木
力マツなどの高木が数本あり、敷の影なので広さ惑と風の抜ける感じが 12 03 26.5 
地を覆う。 ある。セミの鳴き声も心地いい。

歩道の白っぽいヲイルのよ。日差地面がアスフアルトで暑い。蒸し暑さ
駐車場入口 13: 21 

しをさえぎるものはない。 を感じるが、風が吹くと快適。

木陰に噴水があるので涼しいが、噴水
高木のケヤキが力スケードの通り

力スケード があまり鯖麗ではない。風の恩恵を感 13:33 26.8 
を覆っている。

じる。水音と蝉の声。

円筒状の落水とキャンドル噴水、 落水の前|立涼しいe それ以外は暑い。
噴水池がある。パーゴラにはベン日を遮るものがないのであまり涼しく 13:50 29.2 
チ。 はない。噴水の音が結構うるさい。

暑そうだが意外と風が通っていて涼し
アスフアルト舗装の上、前に城沼

い。草がいっぽいで照り返しも少なく 14 08 28. 6 がある。
快適。ハスが見える。鳩がいっぱい。

涼しい風が気持ちいい。土の地面が
ケヤキの高木で覆われた広場。地

官陵の広場 湿っていて冷気が来る。遊具があり、
表面はコンヴリ 卜

日陰が多くて休むと ころも多い。

日陰に入ればとても快適。半分涼し〈
鶴生田川にかかるふれあい橋の北 亦

側 (左岸)にあるフジの槻 半分暑い。ベンチの所は屋根があって 14:30 268 
涼しいs 風が少しあり涼しい。

場所が広く開放感があるので風も通る
が暑〈感じる。球技などをするのに最 14:43 27. 1 
適。

南が広場で日差しを受ける。道路が近
いので風がよく吹いている。木が多く 14:54 28.3 
涼し く感じる。若干排気ガス臭い。

表-2

場所の概況調査点調査場所No 

高根中央公
南側に公園が隣接する舗装道路

園入口
⑪ 多々良沼保安林

日なた

土

草

石

22.0 

23.6 

23.2 

22.2 

74.3 

71.3 

65 1 

71.5 

24 5 

28.9 

30.4 

25.8 

彫刻の小径林内の遊歩道で日陰

遊具広場

⑬ 多々良沼保安林

⑬ 多々良沼保安林

⑪ 多々良沼保安林

⑫ 館林駅前

休憩所⑫館林駅前

石

石

24.3 

22 8 

57. 9 

56.8 

32.4 

29.6 

28.0 大イチョウと手水害の日かげ竜の井

大道寺

⑫ 舘林駅前

⑩ 館林駅前

14 

15 

14 

10 

24.8 

22.8 

25 4 

24.8 

24.4 

55.5 

54.9 

53.4 

59.7 

52.1 

33.4 

27.9 

35.2 

34.3 

29.7 

27.7 

14 20 28. 5 

落水前

尾曳橋前

⑧ つつじが同公園

⑧つつ じが岡公園

⑧つつ じが岡公園

⑩つつじが同公園

⑧ つつじが岡公園

藤棚下⑩ つつじが岡公園

陽だまりの短い草地の広場。数本広場を確
広場 保。北側には旧本丸がある。

⑨ つつじが同公園

ヲイ jし日なた

評価値

項目

涼しさ

風の強さ

日差しの弱さ

力ラッと感

快適感

12 24.7 60 4 31. 5 

評価項目と評価値の扱い

2 3  4 567  

かなりややどちらでもないややかなりとても

どちらでもない 涼しいー

どちらでもない 強 い→

どちらでもない 弱 い→

どちらでもない 力ラッとするー

どちらでもない 快適→
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表-3

とても

ー暑い

ー弱い

一強い

ームシムシする

←不快

舘林女子高校前のけやき通り下。並木道下⑩つつ じが岡公園
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目

. 多々 良沼

調菅 B!I<'，:201311 8月"臼(日)930-1500 
天気回帥引もり

アメダス (飽H'の期信え気握 22'仁 緩足気温 279C 
参加苔 8組 137.
副書量ポイ ーノト 161)'傾
WBGT 向。征隔1J!tで待問問点を測芝

4ふ慰問酬で 5舶を忍れぞ"'哨同

E

…
 

水面 慾盤

224樹林隠さ退
問 ⑤

回一10 調査場所における樹林・水面と調査点における WBGTと体感評価(r館林涼しさマップ」として公表予定)

表 4 I夏に過ごすならしたいこと」の選択率
No. d而 必 a，l 畑町 (22)且j 品。v 必直 i3( ~骨骨川

4.まとめ

本事業日|山iは、館林「卜iの環境把捉と改善を市民ぐるみで、進め、観光資源としての開発も目「内と

して地域活性化に貢献しようと進めてきたものであり、今年度も無事事業を実施することができ

た。 しかし、参加者が{I'々 減少していることもあり、館林市との共併による事業は今年度で終了

することにした。 6年間の事業を通じて、館林市の暑さ を生かした地域活性化の方策を考えつつ、

涼しい場川を実証するデータの収集に務めた。 これまでの成果を取りまとめた r(J;(しさマップJ

を公表し、周知を凶ることで、引き続き館林市の地域活性化に貢献したい。

参考文献 1)気象庁 気象統計情報 (http://www.data.jma.go・jp/obd/sta ts/etrn/) 
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